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新
た
に
女
性
消
防
団
員

を
募
集
し
ま
す

　
南
越
前
町
が
誕
生
し
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

南
越
前
消
防
団
で
は
、
新
た
に
、
火
災
予
防
や
地
域

防
災
な
ど
の
広
報
・
啓
発
を
主
体
に
活
動
し
て
い
た

だ
く
、
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
女
性
特
有
の
優
し
さ
、
き
め
細
や
か
さ
を
活
か
し
、

あ
な
た
の
力
を「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」の
た

め
に
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
人
数　
15
名

●
入
団
資
格　
満
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　

 

南
越
前
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
心
身
共
に
健
康
な
女
性

●
募
集
期
間　
平
成
27
年
１
月
１
日（
木
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
31
日（
土
）

●
入
団
日　
平
成
27
年
４
月
１
日（
水
）

※ 

詳
し
く
は
、
南
越
前
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
南
越
前
町
総
務
課
防
災
安
全
室（
47

－

８
０
０
０
）今
庄
総
合
事
務
所（
45

－

１
１
１
１
）

河
野
総
合
事
務
所（
48

－

２
１
１
１
）ま
た
は
南
越

消
防
組
合
南
消
防
署（
45

－

０
１
１
９
）河
野
分
署

（
48

－

３
１
１
９
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　
南
越
消
防
組
合
南
消
防
署　

　
☎
45

－

０
１
１
９

　11月９日、町民の防災意識の向上と集落単位の避難体制の確認および災害時要援護者避難支援体制の検証を
行うとともに、防災関係機関などの初動体制の確立を図ることを目的として南越前町防災訓練が実施されました。
　訓練は、南条地域全域に大雨警報や土砂災害警戒情報などが発令され、土砂災害の恐れが極めて高まったと
いう想定で、南越前町地域防災計画に基づき、災害対策本部を設置。川野本部長の指揮により、午前５時 20
分に避難準備情報が、午前５時 40分に避難勧告が発令され、住民は指定の避難所に避難しました。
　また、県防災ヘリからの救援物資搬送訓練などの住民見学・体験や備蓄食料品などの展示、講演会などが行
われ、防災意識を高め、日ごろの防災対策の重要性を再確認しました。

　
11
月
５
日
の
津
波
防
災
の
日
に
、

県
下
一
斉
津
波
対
応
訓
練
が
福
井
県

警
察
本
部
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
越
前
町
内
で
は
、
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
河
野
保
育

園
と
甲
楽
城
漁
港
に
て
実
施
。

　
河
野
保
育
園
児
ら
は
、
避
難
指
示

に
従
い
、
海
抜
30
ｍ
に
あ
る
河
野
天

文
学
習
館
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。

　
避
難
後
は
、津
波
の
説
明
を
受
け
、

津
波
の
怖
さ
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

■問合せ　総務課防災安全室　☎ 47－8000

▲避難所の開設

▲救急法基礎演習

▲ 南越前消防団による一斉放水

▲ 県防災ヘリからの救援物資搬送

南 越 前 町 防 災 訓 練 実 施平
成
26
年
度

▲河野保育園避難訓練


